
１．はじめに

当工事は北海道上士幌町から十勝連峰の麓の糠平

温泉を経由して旭川方面へ続く国道２７３号の起点に

位置します（図―１）。工事内容は既存の歩道部の拡

幅および車道のオーバーレイ工事です。

歩道部の拡幅に伴い、占用物件の上・下水道工事

及び電線柱の移設工事が同時に発注されました。占

用物件の施工位置が当工事で行う歩道拡幅部内に収

まるため、狭い工事区間内でいかに効率よく、且つ

無事故で行うかが重要課題となります。

工事概要

工事名 ：一般国道２７３号上士幌町

上士幌歩道拡幅工事

発注者 ：帯広開発建設部

工事場所：北海道河東郡上士幌町

工 期 ：平成１８年７月２４日～

平成１９年１月３１日

工事数量

道路土工 土砂掘削 ９７０m３

排水工 縦断管渠 ４７０m

�型マンホール １６基

構造物撤去工 舗装取壊工 １，４６３m２

コンクリート撤去 １４８m３

路盤工 下層路盤 ７８１m２

凍上抑制層 ６６９m２

歩道路盤 １，５３２m２

舗装工 表層 ２，５３０m２

基層 ２，４９２m２

中間層 １，５２０m２

上層路盤 ３５６m２

歩道表層 １，５２０m２

縁石工 �型縁石 ４７２m

区画線工 １式

情報ボックス工 情報管路 ７２８m

ハンドホール １基
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図―１ 現場位置図
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２．現場における課題・問題点

�１ 現場における課題

工事区間延長２４４m内に当社の外に、上水道業

者（占用業者）２社、下水道業者（同）２社、電

気線移設工事業者（同）１社、電話線移設工事業

者（同）１社が施工を行います。

各施工業者が同時期に施工すると、現場内が大

変混雑するとともに、安全施工にも多大な影響が

生ずるおそれが考えられます。

これらの事態を未然に防ぐため、各社参加の協

議会を設立し、各社の意向を取り入れながら協議

を行いました。

安全に且つ早期完成を第一とした工事施工を行

うこと、各社の意向を尊重した工程・施工順序の

調整を行い、全体工程表を作成し、了承を得て工

事着手となりました。

�２ 現場における問題点

工事施工当初は占用業者各社とも順調に施工を

進めていましたが、１社が都合で半月程度現場施

工を遅延することになり、次の問題点が発生しま

した。

� 他社の工程が遅れると当社の工事が工期内に

完成できない。

� 上水道工事の工程に影響が生じる。仮水道を

地上で各地先に供給しているため、時期が遅れ

れば凍結の恐れがある。

� 地先に工程の遅れを説明し、理解と協力を再

度得なければならない。特に商店は営業に支障

が生じるため十分な説明と理解・協力を得るよ

うにしなければならない。

３．現場における対策・対応

�１ 対策・対応

問題点の対策・対応を見いだすため、協議会に

より各社の意見・意向を集約し次の対策を得まし

た。

� 監督員に当社の工程表（工期延長工程）及び

占用業者を含めた工程表を提出し、占用業者の

監督員を含めて協議を行った。

� 当社及び上・下水道工事は、施工可能な箇所

から行い特に上水道工事は凍結時期前に完了さ

せる。

� 地先には個別に当社を含め各業者が説明を行

い、理解と協力をお願いする。特に商店は営業

の支障にならないよう各社が創意工夫して対応

する。

以上を協議会で確認し実施することにしました。

図―２ 土工定規図

表―１ 全体工程表
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４．対策・対応結果

当社の工期を１ヶ月間延長し、さらに施工期間中

の１０月に２週間施工を中止した。その工事中止期間

中に占用業者の施工を進めて上水道業者が凍結時期

前に施工を完了することができました。

また、各業者が誠意をもって対応したことで、地

先住民・商店の方に理解と協力を得ることができま

した。そして、すべての業者が１２月末に安全且つ無

事故で工事を完了することができました。

５．終わりに

市街地における占用業者との重複工事では、各業

者との施工・工程調整が重要となります。各業者が

独自に施工を行うと後に収拾がつかなくなり、安全

管理も無視されてしまう恐れがあります。十分に協

議を行い、最前の方法を見いだすことが大切です。

今回の工事ではそのことを特に強く感じました。

写真―１ 監督員・占用業者との協議会
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